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平成２９年第１２回香美市農業委員会議事録 

 

 

１．開催日時 平成２９年１２月７日（木）１５時３０分から１６時５２分 

２．開催場所 香美市役所 ３Ｆ会議室 

３．出席委員 （１５名） 

会長     19番 原   心一 

会長職務代理 ３番 公文 久郎 ５番 森安 正   

委員     １番 三谷 富重 ２番 大岸 高晴 ４番 三木 克司 

６番 水田 義郎 ７番 上島 陽子 ９番 村田 正博 

10番 宗石 和彦   11番 横山 実男 12番 西岡 久   

 13番 堤    昭雄 14番 西村 広幸  15番 小松 和啓 17番 山崎 彰 

  

  

４．欠席委員（４名） 

          ８番 岡田 修一 16番  節夫 17番 山崎 彰             

18番 小松 源一 

 

 

 

５．議事日程 

第１ 議事録署名人の指名 

第２ 議案  第１号  農地法第３条の規定による許可申請について 

第２号  非農地証明願いについて 

          第３号  農地法第１８条第６項解約通知報告について 

第４号  農地法第５条の規定による届出について（報告） 

第５号  香美市農用地利用集積計画について（諮問） 

第６号  香美市農業振興地地域整備計画の変更について（諮問） 

第７号  香美市農業委員会和解の仲介に関する規定について 

第８号  その他の件 

 

      

６．農業委員会事務局職員 

事務局長 西本 恭久 

事務次長 西村 安史 

農地主幹 公文 正志 

農地主幹 山中 詩麻 

農地係長 伊井 英智 

 

７．会議の概要 

 

議  長 

 

 

 

 

 

 

 

 

開会（１５時３０分） 

それではただ今より本日の会を進めたいと思います。先ほど上島さんから連

絡がありまして、ちょっと遅れるということです。時間がまだ来てませんけれ

ども始めたいと思います。急にこう寒うなりまして、私もちょっとハウスへ上

がって仕事をしておりましたが、物部の方の高い山にはですね、白い物がもう

すっかり被っておりました。そういうことで急激に寒くなってですね、農作業

の関係は皆さん慌てて色々な作業をせなあいかん人もおろうかと思います。台

風の被害も遭ったそれぞれの皆さん方も復旧に努力をされてですね、着々と進

んでおることと思います。 

皆さん方にも先般の会でもお伝えしたかもわかりませんが、香美市の今日の
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新聞にはですね、農業に対する補助金言いますか、そういうものを先に市長が

専決で２億を超えるような予算をですね、補正をして頂いております。また、

県としましてもですね、話を聞きますと香美市が２分の１出すということにな

ったんで、県は３分の１の助成ということでしたが、それをちょっと引き上げ

てですね、５分の２まで引き上げたというふうに話を聞いております。そうい

うことでですね、ある程度、手厚い資金があるかというふうに思いますので、

十分に活用して頂いてですね、それを利用して頂きたいというふうに思ってま

す。 

今日はいよいよ今年度最後の会ということで、あと忘年会等を予定をしてお

ります。皆さん方にも今日はゆっくりとですね、それまでの時間に色々とご質

問等を頂きまして、今日の会をですね、進めていきたいと思いますのでよろし

くお願いをしたいと思います。 

それでは本日の議事に入ります前に議案書、調査書の訂正と写真資料の訂正

がありますので事務局より連絡をお願い致します。 

 

すいません。写真資料に訂正がありますので訂正をお願いします。資料の４

の２。田村賢三さんの譲渡人が刈谷さんになってますけど、ここが小松幸一さ

ん。４の１と同じになります。それとすいません。あっせんで資料３１の１か

ら３１の７まで番地がですね、４６７番になってますけど、それが７枚とも２

０１番になります。３１の資料、７枚ですね。すいません。資料３３が、あっ

せん、売りたいになってますが、これ貸したいになります。以上ですが。 

資料３３、あっせん売りたいとありますが、貸したいです。資料３３です。

香北町韮生野の農地。貸したいです。 

 

以上ですが、いいですかね。それでは議事に入っていきます前に議事録の署

名人の指名をさせて頂きます。本日は大岸委員と水田委員にお願いしたいと思

いますのでよろしくお願いします。それでは、議案書に沿いまして議案第１号

農地法第３条の規定による許可申請についての説明をお願いをします。 

 

議案第１号農地法第３条の規定による許可申請について説明致します。 

1番、譲渡人、土佐山田町８３番地、坂本 乃理子、譲受人、土佐山田町山田１

８４７番地１８、三谷 賀彦、申請地は土佐山田町山田字加治屋敷１０３４番、

地目は田、面積は１,１００㎡、譲受人の耕作面積は６，４０１㎡、譲渡理由は

相手方の要望、譲受理由は経営規模の拡大、権利の種類は所有権移転売買、資

料は１で１０a当り９０９，０９０円で総額１,０００，０００円です。 

２番、譲渡人、土佐山田町新改５４７番地の２、田村 冨貴子、譲受人、土

佐山田町新改２７１番地１、田村 泰男、申請地は土佐山田町新改字開キ丸１

１３２番１、地目は田、面積は４４５㎡、外２筆、計３筆で合計２,０４５㎡、

譲受人の耕作面積は３，８９３.８７㎡、譲渡理由は兼業による経営縮小、譲受

理由は隣接地の取得、権利の種類は所有権移転売買、資料は２で１０ａ当り２,

９３３,９８５円で総額６,０００,０００円です。 

３番、譲渡人、土佐山田町佐古藪５２６番地、刈谷 倫子、譲受人、高知県

安芸市川北甲９４３番地３１、田村 賢三、申請地は土佐山田町佐古藪字シカ

ヲトシ１６９番１、地目は畑、面積は１７５㎡、譲受人の耕作面積は０㎡、譲

渡理由は相手方の要望、譲受理由は農家創設、権利の種類は所有権移転売買、

資料は３で１０a当り５,７１４，２８５円で総額１,０００,０００円です。 

４番、譲渡人、土佐山田町船谷１８番地１、小松 幸一、譲受人、高知県安

芸市川北甲９４３番地３１、田村 賢三、申請地は土佐山田町佐古藪字東ヨシ

モト３２５番１、地目は畑、面積は５９５㎡ 外 1筆、計２筆で合計８５２㎡、

譲受人の耕作面積は０㎡、譲渡理由は相手方の要望、譲受理由は農家創設、権

利の種類は所有権移転売買、資料は４で１０a当り９３８，９６７円で総額８０

０，０００円です。 
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５番、譲渡人、高知県高知市平和町８４番地１、田中 俊二郎、譲受人、高

知県安芸市川北甲９４３番地３１、田村 賢三、申請地は土佐山田町影山字東

土居４０３番、地目は田、面積は５６１㎡、外１０筆、計１１筆で合計４,４３

５㎡、譲受人の耕作面積は０㎡、譲渡理由は相手方の要望、譲受理由は農家創

設、権利の種類は所有権移転売買、資料は５で１０ａ当り３９４,５８８円で総

額１,７５０,０００円です。 

６番、譲渡人、香北町岩改１３６９番地、山﨑 敏彦、譲受人、香北町岩改

１３６９番地、山﨑 安紗、申請地は香北町岩改字芝ノ上１９８６番、地目は

田、面積は６４９㎡、外４筆、計５筆で合計３,１５３㎡、譲受人の耕作面積は

４３,３２１.６４㎡、譲渡理由は子への贈与、譲受理由は親より受贈、権利の

種類は所有権移転贈与、資料は６です。 

農地法第３条第２項各号の判断基準につきましては、事前にお配りしている

調査書のとおりで、いずれも不許可の用件には該当しないものと思われます。

以上です。 

 

以上説明が終わりました。ただ今より質疑を行いたいと思いますが、何かご

質問は有りませんか。補足説明があります。すいません、よろしく。 

 

２番ですが、議案３号で報告致しますが、平成２９年１１月１３日に解約通

知書により、以前利用権が設定されてましたが、解約されておる案件です。 

３番、４番ですが、譲受人が下限面積を現時点では満たしておりませんが、

５番と同時許可によりですね、許可要件を満たします。６番がですね、授受人

の耕作面積が４万３千何某ですが、同一世帯での贈与ですので譲渡人も授受人

も面積は同じような耕作面積になっております。 

以上です。 

 

何かご質問は有りませんか。格段質疑も無いようですので採決に入りたいと

思いますのでよろしくお願いを致します。 

議案第１号農地法第３条による許可申請についての賛成の方の挙手をお願い

致します。 

 

―――全 員 挙 手――― 

 

はい。全員賛成です。有難うございました。 

続きまして、議案第２号非農地証明願いについての説明をお願い致します。 

 

議案第２号非農地証明願いについて説明します。 

１番、申請人、土佐山田町３７７番地６０、被相続人、林 仁一、相続人、

林 登亀子、申請地は土佐山田町字前山３７７番５７、地目は畑、面積は２０

８㎡、外３筆、計４筆で合計９３３㎡、非農地化した理由は４５年位前に柿の

木を植えたが、土壌等水はけなどが悪く、収穫に向かず放置状態となり、現在

に至る。また、４０年位前に一部居宅として利用していたが、廃屋となってい

る。調査委員は永森推進委員で資料は７です。 

２番、申請人、土佐山田町楠目１５６９番地、中山 安美、申請地は土佐山

田町楠目字宮田１５０５番１、地目は田、面積は１,１６６㎡の内１２７．３９

㎡、非農地化した理由は、平成７年１１月にヤマト運輸株式会社が事務所を建

設した際に、一部敷地として利用してきており、現在に至る。調査委員は堤委

員で資料は８です。 

３番、申請人、物部町柳瀬１７２２番地、岡本 喜八郎、申請地は物部町柳

瀬字サコ１４６１番１、地目は畑、面積は２０８㎡、非農地化した理由は、以

前建物が建っていた跡地を昭和４５年に購入、その土地に昭和４８年１２月に

住宅を新築し、現在に至る。調査委員は公文委員で資料は９です。 
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委員（14番） 

以上です。 

 

はい。以上説明が終わりましたが、調査員の方にですね、それぞれ補足説明

をお願いしたいと思いますので、１番永森さん、お願い。 

 

はい。資料の写真のある資料の方の７の１と７の２の写真に載っております

が、駅の北側の墓山の北斜面にありまして、スタジアムから東へ小道を入って

給食センターへ抜ける道がありますが、その間の南側、つまり北斜面にありま

す。この土地は父親の仁一さんが最近亡くなりまして、その仁一さんが昭和５

０年頃に柿の木を、昔は畑をしておりましたが、５０年頃に柿の木を植えまし

たけれども、あんまり世話をせずに大木になって、収穫もせざったというよう

なことで、畑を止めるために柿の木を植えたような状況で、ほったらかしにな

っちょたというのが実情であります。お父さんが亡くなってから、娘さんの登

亀子さんていう人に相続をされるようですが、本人が言うにはなんちゃあ収穫

もないし、山も荒れたままやき、非農地にして税金も安うなるろうき、今現状

としてそうしたいと、こういうのが本心のようです。写真にありますように荒

れたような土地で、山の斜面でありますし、特に回復をさして畑にしたいとい

う意向もまるでないようでございますので本人の言うことが妥当だというふう

に思います。 

以上です。 

 

はい。すいません、２番、堤さん。 

 

はい。資料８の写真を見て頂けますか。この黄色で囲んだところヤマト運輸

の駐車場の一部となっております。ここにも資料の備考に書いてある通りヤマ

ト運輸が来た時に、もう駐車場で利用していたということで問題は無いかと思

います。 

 

すいません、３番、公文さん。 

 

３番の岡本さんの件について説明致します。資料９を見て下さい。資料９の

１で、この地区は大栃から３キロ位北へ入ったところの柳瀬ですが、平井とい

う地区です、航空写真も載っておりますのでそれを見て頂いて、次に９の２が

家を現在建っている住宅を写したものです。備考欄にも書いてますように、も

う５０年近く前に家を建築しております。私も同じ地区におりますので、７０

年余り、実際これを見てますので、何の問題も無くに平穏無事で今まで来てお

りますので問題は無いと思います。 

以上です。 

 

はい。補足説明まで終わりましたので議案第２号につきまして質議を行いた

いと思いますが、皆さん方から何かご質問は有りませんでしょうか。 

はい、どうぞ。 

 

直接関係有りませんが、２番のとこですけど、今回ヤマト運輸の北側の部分

的に非農地とされてますけど、実際はですね、東側の今後の転用に向けた書類

でして、ここにサークルＫがありますけど、これがファミリーマートなるって

ことで拡張工事のため事前に処理をしてる状況で、今回非農地証明願いが出て

おるとこです。 

 

はい、補足説明も有りました。皆さん方からご質問何か有りませんか。はい。 

 

７ですけど、ここは何。市街地。 
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はい。市街化です。申請を受け付けた時はですね、市街化のラインが把握で

きてなかったためにですね、非農地証明はどちらでもできるので、今回非農地

証明ですが、市街化ってことが最近判明致しました。 

 

他に有りませんかね。格段無いようですので採決に入りたいと思います。 

議案第２号非農地証明願いにつきまして賛成の方の挙手をお願い致します。 

 

―――全 員 挙 手――― 

 

はい、全員賛成です。有難うございました。 

続きまして、議案第３号農地法第１８条第６項の解約通知報告について説明

をお願い致します。 

 

議案第３号農地法第１８条第６項解約通知報告について説明します。 

１番、貸人、岡山県倉敷市福田町福田２２８２番地７、石川 昌宏、借人、

土佐山田町宝町４丁目９１番４号、有限会社 清雅農園、申請地は土佐山田町

山田字時子石２１７７番、地目は田、面積は１，２４４㎡、外１筆、計２筆で

合計面積６,１３０㎡、成立日は平成２９年１０月１８日、解約日、引渡日は平

成２９年１２月３１日、解約理由は借り手の変更。 

２番、貸人、土佐山田町岩次１２８番地、被相続人、都築 泰敏、相続人、

都築 郊惠、借人、土佐山田町岩次１１０番地２、矢野 知代子、申請地は土

佐山田町中野字義丁５８９番１、地目は田、面積は１,２２１㎡、外２筆、計３

筆で合計面積３,６４８㎡、成立日、解約日、引渡日ともに平成２９年１０月３

０日、解約理由は高齢化。 

３番、貸人、土佐山田町新改５４７番地の２、田村 冨貴子、借人、土佐山

田町新改２１５番地３、三木 克司、申請地は土佐山田町新改字開キ丸１１３

２番１、地目は田、面積は４４５㎡、外２筆、計３筆で合計面積２,０４５㎡、

成立日、解約日、引渡日ともに平成２９年１１月１３日、解約理由は借り手の

変更。 

以上です。 

 

はい、説明が終わりましたので、ただ今より質問を受けたいと思いますが、

何かご質問有りませんかね。格段有りませんか。格段無いようですので、この

件につきましては報告案件ですので報告のみとさせて頂きたいと思います。 

続きまして、議案第４号農地法第５条の規定による届出についての報告であ

ります。この件について説明をお願いします。 

 

報告第４号農地法第５条届出報告について説明致します。 

 １番、譲渡人、土佐山田町楠目１０２６番地、小川 堯、譲受人、土佐山田

町旭町４丁目１番３３号、門  剛 外１名、申請地は土佐山田町楠目字ヲウ

ハヤシキ１０２３番２、地目は田、面積は２７３㎡、外１筆、計２筆で合計２

８５㎡、転用目的は木造２階建 1 棟、建築延面積は２８５㎡、権利の種類は所

有権移転売買、区域区分は市街化、開発行為は不要、資料は１０で調査員は事

務局西村です。 

２番、譲渡人、土佐山田町楠目１０２６番地、小川 堯、譲受人、高知市加

賀野井１丁目５-６、黒岩 誠史 外１名、申請地は土佐山田町楠目字ヲウハヤ

シキ１０２３番１、地目は田、面積は２７３㎡、転用目的は木造２階建 1 棟、

建築延面積は２７３㎡、権利の種類は所有権移転売買、区域区分は市街化、開

発行為は不要、資料は１１で調査員は事務局西村です。 

３番、譲渡人、土佐山田町楠目１０２６番地、小川 堯、譲受人、高知市加

賀野井１丁目５-６、黒岩 誠史 外３名、申請地は土佐山田町楠目字ヲウハヤ

シキ１０２３番３、地目は田、面積は１０７㎡、転用目的は公衆用道路、建築
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議  長 

 

 

 

 

 

事 務 局 

 

議  長 

 

事 務 局 

 

議  長 

 

 

 

 

事 務 局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議  長 

 

 

 

 

 

 

議  長 

 

 

 

延面積は０㎡、権利の種類は所有権移転売買、区域区分は市街化、開発行為は

不要、資料は１２で調査員は事務局西村です。 

以上です。 

 

はい、報告案件の第４号につきまして説明が有りました。この件については

ですね、同じところの場所でですね、宅地造成をして２筆に売ってですね、１

筆を道路を公衆用道路にするというものであろうと思います。何かご質問は有

りませんか。 

公衆用道路にした場合は市に寄付ということじゃあない。 

 

市に寄付には準市道にならないと。 

 

個人達が自分達の公衆用道路として使うわけか。 

 

そうです。 

 

何か質問有りませんかね。格段無いようですので、報告第４号についてもで

すね報告のみとさせて頂きたいと思いますのでよろしくお願いを致します。 

続きまして、議案第５号香美市農用地利用集積計画についての諮問でありま

すが、この件の説明をお願い致します。 

 

諮問第５号経営基盤強化促進法農用地利用集積計画について、補足説明しま

す。 

議案書は６ページ、資料は１３からです。 

１番は、新規設定で、貸付人の要望により、借受人が事業規模拡大のため借 

り受け、生姜を栽培します。 

２番から８番は、貸付人の要望により、借受人である清雅農園が生姜を栽培

します。 

 ９番は、貸付人の要望により、借受人がやっこねぎを栽培します。 

１０、１１、１２番は、貸付人の要望により、借受人である土佐龍馬の里が

青ねぎを栽培します。 

１３番は、再設定で、貸付人の要望により、借受人が水稲を作付けします。 

１４番は、新規設定で、貸付人の要望もあり、借受人が事業規模拡大のため

借り受け、青ねぎを栽培します。 

１５番は、再設定で、貸付人の要望により、借受人が水稲を栽培します。 

１６番は、再設定で、貸付人の高齢化により、借受人が生姜を栽培します。 

１７番は、再設定で、貸付人の高齢化により、借受人が水稲栽培を行います。 

いずれも、経営基盤強化促進法第１８条第３項の各要件を満たしていると考

えます。 

以上です。 

 

はい、以上説明が終わりましたので、ただ今より諮問第５号につきまして皆

さん方よりご質問を受けたいと思いますが、何か質問は有りませんかね。 

格段有りませんか。格段無いようですので採決に入っていきたいと思います

がご異議ございませんかね。 

 

― 異 疑 な し ――― 

 

はい、それでは、議案第５号香美市農用地利用集積計画についての諮問で有

りますが、原案の通り賛成の方の挙手をお願い致します。 

 

―――全 員 挙 手――― 
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議  長 

 

 

 

事 務 局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議  長 

 

 

 

事 務 局 

 

議  長 

 

 

事 務 局 

 

 

議  長 

 

事 務 局 

 

議  長 

 

 

事 務 局 

 

 

議  長 

 

事 務 局 

 

議  長 

 

 

事 務 局 

 

議  長 

 

事 務 局 

はい、どうも有難うございました。全員賛成です。 

続きまして、議案第６号香美市農業振興地域整備計画の変更についての諮問

で有りますが、説明をお願い致します。 

 

諮問第６号香美市農業振興地域整備計画の変更について補足説明をします。 

資料は３０です。軽微な変更が１件です。この案件は今年４月の定例会にあ

がっていました、土佐山田町中組の岡本泰明さんの堆肥舎です。今回の申請に

ついては、当初予定していた堆肥化処理の方法を見直すこととなり、施設の構

造ついて変更が生じ、先に許可された面積では不足することになったため、変

更申請があったものです。 

 資料３０－２をご覧下さい。右側が位置特定図で左側が土地利用計画図とな

ります。右側の位置特定図を見ていただくと、（許可済）とあるところが前回の

申請で許可となった部分です。その左側細長の長方形部分が今回の申請箇所と

なります。 

堆肥舎の面積が当初４８６㎡であったものが７０２㎡必要となり、今回の変

更になりました。 

 以上です。 

 

はい、説明が終わりましたので、この件につきまして質問を受けたいと思い

ます。何か有りませんでしょうか。 

これ許可済みの分も合わせて使うってこと。 

 

そうです。許可にプラス。 

 

３０の２の資料の右側の図で既設堆肥舎、点々点があるやんか、この３分の

１ばあに、これはどういう意味。 

 

ここはですね、転用許可が下りてなかった部分。違反転用になっていた部分

で、ここは始末書により処理するように。 

 

これは前に建てちょったっていうことよね。 

 

そうです。 

 

許可を今度下ろしたのは全然別のとこやったろう。場所が変わっちょったや

いか。引っ付いちょった。 

 

今度建てるところのここの地番のところにですね、今現在の牛を飼ってる畜

舎の一部が入り込んでる。 

 

堆肥の関係じゃなくって。 

 

堆肥とは別です。 

 

分かりました。確か堆肥の申請があっちょったところの場所が全然違うとこ

ろやったと思うで。 

 

既存の畜舎が一部入ってたということです。 

 

この周辺の地主さんというか、からの許可は取れちゅう。 

 

はい。 
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議  長 

 

事 務 局 

 

議  長 

 

事 務 局 

 

議  長 

 

事 務 局 

 

議  長 

 

事 務 局 

 

議  長 

 

 

事 務 局 

 

 

議  長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事 務 局 

 

議  長 

 

 

 

 

 

事 務 局 

 

 

議  長 

 

事 務 局 

 

 

 

取れちゅう。 

 

はい。 

 

全面的にいうたらおかしいけんど４名には取れちゅう。 

 

取れてます。 

 

取れちゅう。 

 

はい。 

 

この人は既に堆肥舎を持っちょらあね。今まで使いよった堆肥舎。 

 

はい。 

 

それは撤去をして更地にしちょってこういう形を、新しくするが、それとも

前のをそのまま置いちょって新しくまた増やすという。 

 

撤去をする予定ですけども、まだ予定が、撤去できる見込みは立っていませ

ん。 

 

そこよ、そこよ。それで許可を出すということで委員会へかかってきちゅう

きよね、皆さん方も十分そこのところ判断して次々次々とそういうものが取り

壊しもせんずつ、まあ言うたら元の姿に返さんずつよね、いつまで経っても壊

されんずつ、壊れて使えんなったき、次へ行く、次へ行くっていうのも果たし

てどうかなと思いもしますんで、そこんところはこれもどうしても作っていか

んと困るのは困るがやね、そういうことも有りますけんど、ある程度は目途を

立てていかんと次々とこういかれると前の部分も前の部分もということになっ

てそのまま農地に復元されんようなものが残っていくっていうのはいかがなも

のかなあという思いもしますんで。 

前の議案書の中には古い、もう解体せなあいかん堆肥舎が写真に載っちょっ

たわね。木造でもう屋根がもう壊れたような形になったやつ。 

あれ下はコンクリになってないかえ。 

 

その撤去のところは打ってます。 

 

打っちゅうろう。それまで除けるとなかなか金額的なこともあるし、すっと

撤去にならんかもわからんけんど。 

まあ、周辺の人から何ら問題も無ければ構んけんど、ああいうそのまま置か

れて、果たして次々と行くのも地元の人はどういうふうに思うかなという思い

もしますけどね。今度の場合は周辺の農地の皆さんには許可を貰うちゅうと。 

 

そうですね。それで４月に一度、許可を得てたんですけれども、今回ちょっ

と見直す必要が出てきたため再度。 

 

それはただ、面積を増やすというだけのこと。 

 

理由としてはですね、当初、建設施設は建物内にレーンを設置して自動攪拌

装置により堆肥処理をする予定だったそうなんですけど、それがレーンが設置

できる距離が十分確保できないということで、従来どおりの切り返しという方

法で堆肥処理をするという、見直すということで面積が必要だったということ
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議  長 

 

 

 

 

 

 

議  長 

 

 

 

 

議  長 

 

 

 

事 務 局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議  長 

 

 

 

 

 

です。 

 

何か格段質問有りませんか。格段無ければですね、周辺の隣地の人から承諾

も得ちゅうということであれば問題無いかと思います 

格段質問無いようですのでこの件について諮問で有りますので採決をしたい

と思いますがご異議ございませんかね。 

 

―― 異 疑 な し ――― 

 

はい、それでは、議案第６号香美市農業振興地域整備計画の変更についての

諮問で有りますが、原案通り賛成の方の挙手をお願い致します。 

 

―――全 員 挙 手――― 

 

はい、全員賛成です。有難うございました。 

続きまして、議案第７号香美市農業委員会和解の仲介に関する規定について

の説明をお願いを致します。 

 

議案第７号香美市農業委員会和解の仲介に関する規定について説明致しま

す。 

前回の１１月定例会でこの規定の案を配布させて頂いておりました。今日は

もうこれ全部読みませんので。前回ちょっと欠席された委員がいらっしゃいま

したので資料の方、フローチャートの方でどんな流れになるかってのを説明さ

せて頂きたいと思います。 

和解の仲介というのは元々ありまして、それを規定として明文化しようとし

ているところです。まずですね、この文書の中を説明しますと当事者間で紛争、

なかなか当事者間では話し合いがつかない事案が起こった場合に、農業委員会

に申出をされると書面で申出をされるとその内容を精査して、その和解ができ

ない案件であればですね、右の方に行って頂いて知事の方に回していくってこ

とですけど、和解が見込めると、仲介すべきであるとする場合はですね、仲介

委員をですね、会長が任命します、複数の。仲介委員がですね、期日とか場所

を指定して、それを当事者に通知して仲介の場を開催してそれによって和解が

成立すればですね、それを調書にして、双方が書面等によってそれを確認して

いく。和解調書っていうものを農業委員会で保管するってことになります。仲

介の話し合いの場でですね、和解の案、双方が歩み寄りがないという場合はも

うどうしようもないので和解の仲介を打ち切ります。その場合はもう裁判所に

委ねるしかないので民事調停とか民事訴訟など他の方法でもう双方が、双方が

っていうか、片一方の方がですね訴訟したい、したいっていうか権利を取得し

たい方が提訴するってことになっていきます。 

知事に回した場合はですね、高知県の方がですね、仲介をして結果を出す場

合もあったり、そこで仲介できない場合は、また、裁判の方になっていくとい

う流れになっていきます。それを明文化したのがこの規定となります。この規

定は特に今回香美市で独自で作ったものではなくですね、従前からあるものを

ですね、参考に案として提案させて頂いておるところです。簡単でございます

が、説明は以上です。 

 

はい。先般配って頂いたこの資料の中にですね、議案第７号としてですね、

明文化したものが載っておりますので皆さん方もお目通しを頂いたと思いま

す。こうした中でですね、文書の中でですね、何か皆さん方からご質問があれ

ばそれを先に受けたいと思いますけど、何かこれを読まれて何か不思議に思っ

たり、ちょっと理解できないとかいうことがあったらちょっと質問をして頂き

たいと思います。 
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委員（３番） 

 

議  長 

 

委員（３番） 

 

 

事 務 局 

 

委員（３番） 

 

事 務 局 

 

 

 

委員（３番） 

 

 

 

 

 

 

事 務 局 

 

委員（３番） 

 

事 務 局 

 

議  長 

 

 

 

 

 

委員（３番） 

 

事 務 局 

 

委員（３番） 

 

事 務 局 

 

議  長 

 

 

 

 

 

 

事 務 局 

 

 

構いません。 

 

はい、どうぞ。 

 

前回欠席しておりましたので詳しいことは分かりませんが、この規定ですね、

これは高知県下で各農業委員会で、全部じゃないですわね。 

 

全部ではないです。 

 

近隣ではどんな状況です。 

 

近隣ではですね、ちょっとまだ調べてないですが、和解の仲介すべき案件が

出てきそうっていうことで、そのやり方を決めとこうということもありまして、

規定を提案させて頂いたと。 

 

香美市が他のところよりも先んじてこういうような規定を作るということで

すね。仲介委員の指名及び通知ということになっていますが、会長が誰か指名

するということになっておりますが、当事者間はもちろんいかんということは

わかりますが、それは申出があったものですか、それともこっちから特別に指

名して仲介人をお願いしますということでやるわけですか。それと農業委員は

それには関係せんということですか。指名をする場合。 

 

農業委員の中から。 

 

農業委員の中から指名をするってっことですか。 

 

はい。 

 

農業委員会に和解の仲介が出てきますので、双方で何かトラブルがあった時

に、その時に農業委員会に和解をお願いをしたいっていうことになるので農業

委員がその中で和解の仲介役をせなあいかんということになるんです。ただ先

ほど言ったように関係する人なんかはですねそれにはなれないと書いてありま

す。 

 

農業委員以外には仲介は入らんということですね。 

 

入らないです。 

 

農業委員の中から仲介者を決めるということです。 

 

そうです。農業委員会が和解の仲介をするので。 

 

ただね、こういう問題が出てきそうな気配があるがですよ。 

もうひとつ言いよった、さっき言った委員会を通じて農地の貸し借りをしち

ゅうのと、全然農業委員会関係なくですね、本人同士で貸し借りをしちょって

よね、それがトラブルになった時に農業委員会がそこへ入らなあいかんのか。

農業委員会を通じてないき、そこは本人同士で話し合いをしなさいやと蹴れる

もんかそこのところはどうなりますかね。 

 

通してないので権利関係は発生してないので、もう所有者同士の、ただそれ

を侵害してる場合についてはやはり、仲介関係するんではないかと。 
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議  長 

 

事 務 局 

 

委員（３番） 

 

 

事 務 局 

 

 

議  長 

 

 

 

委員（３番） 

 

議  長 

 

委員（３番） 

 

 

 

 

 

議  長 

 

 

事 務 局 

 

議  長 

 

委員（９番） 

 

 

 

 

委員（３番） 

 

 

議  長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その時は農業委員会へ仲介をお願いしたいと来んとそれはいかなあね。 

 

はい。 

 

指名する場合はだいたい何人ぐらいとかいうそんなことは別にないですか 

ね。 

 

２から３名ですね。過去に土佐山田においてされておりまして２から３名が

入ってやっております。 

 

私の考えとしては２から３名ということであれば３名をお願いしたいと思い

ます。やっぱりね、２人よりはね３人、奇数数っていうのが必要じゃないかと

思う。 

 

指名される方としてもあまり人数が少ないとまた色々とね。 

 

責任問題というとね。 

 

それが出てくると思いますので。ある程度の人数も構えて、それと地域ごと

にもう、全然違う地域へそれを指名しても何の意味もないですので、実情の把

握できるような方に指名するというような方法でやっていけばえいんじゃない

ろうか。これについては必要なことじゃと思いますので特に反対もありません

し、是非やった方がえいとは思います。 

 

文章化して拵えちょく方がえいとは思いますね。ただこれ雛形どっからきち

ゅう。 

 

県外の市町村。 

 

県外。 

 

私がちょっと何年か前に仲介をさせてもらったときが有りますけど、その時

には案件が挙がってきた地区の農業委員が二人でちょっとやらされましたけ

ど、やっぱり同じ地区やったらちょっと顔見知りもあってちょっとやりにくい

面も有りました。 

 

まあ言うたら近くじゃなくてちょっと離れたところも、同じ山田であっても

ちょっと離れたところの色々まあ、その辺も対応できる。 

 

こういう案件出てこん方が一番えいけんどね。どうしても言うてきた時には

仲介、若干入らなあいかんところも出てくるかもわかりません。 

香美市でそう言うことが無いようにお願いをしたいけんど、こういう問題が

あってですね、香美市の委員会としてはこういう文面を拵えて、こういう中身

で仲介をさせてもらったいうふうなことが結果的に波及していければ、それも

１つの方法かなという思いもしてます。内容的にはですね、皆さん方も十分に

これを見て頂いて直すところは直しながらですね、良い方向に進めて行きたい

と思いますのでよろしくお願いをしたい思いますが、今日ここをああとか、こ

の文面がどうとか言うようなふうなことにはなかなかならんかと思いますの

で、これから先、これが一つの機会で何か仲介になった時に実際やってみたら、

ちょっとここが不都合なんよという時になったらですね、その都度変更しなが

らですね、やっていく方法もあろうかと思います。 

すいません。今日こうしたですね文面を載せさせて頂いてますが、香美市と 
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議  長 

 

 

 

事 務 局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議  長 

 

 

 

 

事 務 局 

 

議  長 

してはですね、これを告示してですね、それによって効力が発生するっていう

たらおかしいけんど、そういうことでこの仲介の手続きが進んでいくというふ

うになろうと思います。今日皆さん方から議決頂いていいですよということに

なれば、明日から早速告示をするというふうな事務局は案を持っちゅうらしい

ですけんど、私としてはもう１回皆さん方に十分、これ今日帰ってですね、次

の会までに十分皆さん方が納得をして頂いて次の会でですね、決定をしていき

たいという思いを持ってますが、そういうことで構いませんかね。事務局も別

に早急にどうこうはないろう。 

 

はい。無いです。 

 

すいません。１月の定例会でこのことについて決議をしてですね。告示をす

るということで来年からスタートするというふうな方向で進みたいと思います

のでよろしくお願いしたいと思います。議案第７号につきましてはそういうこ

とでお願いをしたいと思います。 

議案第８号その他の件についてですね、皆さん方から、いや事務局の方から

色々連絡事項があろうかと思いますが、私からちょっと。 

 

次、あっせんについて。 

 

すみません。先にあっせんの、議案の中にあっせんが有りますのでそのこと

について進めていきたいと思います。すいません。よろしくお願いします。事

務局お願いします。 

 

売りたい・貸したいについて説明を致します。 

貸したい農地。 

１番、所有者は香美市土佐山田町中野２０８番地、小野川 澄夫、所在地は

土佐山田町中野字下タ野２０１番、面積は１,１０７㎡で外１６筆、計１７筆で

合計１７,０３８㎡、金額は相場、資料は３１となります。 

２番、所有者は香美市土佐山田町楠目２２９番地、小松 美代、所在地は土

佐山田町楠目字ツエヶ谷３９７１番、面積は１,８７６㎡、金額は１０ａ当り年

額１俵、資料は３２となります。 

３番、所有者は香美市香北町韮生野１７５番地１、小松 利子、所在地は香

北町韮生野字松ノ本１８３番、面積は１,０８４㎡、金額は相場、資料は３３と

なります。 

次に売りたい・貸したい農地です。 

４番、所有者は香美市土佐山田町神母ﾉ木１７２番地２、武田 守正、所在地

は土佐山田町宮ノ口字土居丸５９６番ロ、面積は２５４㎡、金額は売買なら相

場で、貸借なら無償、資料は３４となります。 

５番、所有者は香美市土佐山田町８８１番地３、田中 澄子、所在地は土佐

山田町字浜道ノ西９９１番２、面積は１,０９０㎡、外１筆、計２筆で合計面積

２,２８０㎡、金額は売買・貸借とも相場、資料は３５となります。 

以上です。 

 

はい。今回についてはですね、結構面積が多い訳です。筆数も結構多い訳で

すが、それぞれ担当地域の皆さん方にですね、是非ともあっせんのお願いをし

て頂きたいと思いますけれども、なかなか決まらんところもある訳ですけれど

も、まあ、ひとつよろしくお願いをしたいと思います。 

 

１番ですが、岡田委員があっせんをして頂きまして、岡田委員がしていただ

けるんではないかと思ってます。 

小野川さんにつきましては、甥にあたる浜田君ていう人が作っておりました
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けれども今年急に心筋梗塞で亡くなりましたので、小野川さんも自分が一切よ

うしませんので困っておりました。それで私に相談がありましたけれども、農

業委員会にお願いをしちょいたらということで農業委員の方に自分の土地、小

野川さんの土地全てを貸したいということでお願いをしてありましたところ、

岡田君に無理むったく押し付けたみたいな形になった訳ですけど。岡田君が作

って頂けるというふうなことでお願いをしたいです。中野の土地についてはで

すね比較的角いは角願いをしたいと思います。西岡君にも地元ですので、この

田です。コンクリの畦などもしています。ただあんまり面積は広くない。若干

そこが構造改善でもしているとこであればもっと広いですけんど、ここ構造改

善の地域に入ってませんのでこういう状態ですが、借りて頂く人があったとい

うことでお中さんのところをひとつお願いをしたいと思いますし、また、宮ノ

口、それぞれ担当地域の人もおりますし、香北の方でもですね、貸したい案件

出ています。 

 

道が無いようなのは無理って絶対。 

 

比較的角いような田んぼは有りますけんど道が無いっていうのはちょっと無

理があると思いますんで隣地の人に買ってもらうとか借りてもらうとかいうこ

とにならんとですね、全然関係ない人がぽかっと行ってもなかなかいかんと思

います。ただこういう状況になってきちゅうところについては色々、色々あっ

てですね、なかなか作ってくれる人がおらんということで最後は農業委員会へ

きちゅうと思いますけんど、なかなか無理も有ろうかと思いますけんど、是非

ひとつお願いをしたいと思います。 

すいません。あっせんの件につきましては以上というふうにさせて頂きます。

私の方からですね、１点２点お願いをしたいと思いますが。最初にですね、ご

挨拶の中でお話をするつもりをしておったけれども、本年のですね、農地から

の転用面積は１４,９４１㎡。これ１１月、１０月まで。 

 

１０月。 

 

１０月末こういう面積が農地からですね、色々転用されてですね、農地面積

が減っちょります。そういうことでご報告をさせて頂いてます。それから過日

の下期の高知県の委員長、それから事務局長の会がありまして農業新聞をです

ね、推進ということで東京から女性の方が来てですね、是非ともお願いをした

いということです。香美市は何か委員さんの数より新聞の部数が少ないという

ことは取ってない人がおいでるというふうなことでですね、是非とも全員の皆

さん方にですね、取って頂きたいということで、２２日に香美市のこちらの方

に訪問をして頂いてですね皆さん方にお願いをしたいということですけども、

代表で私がお受けしますけども。この新聞についてもですね、後で推進委員さ

ん等の皆さん方にもですね、報酬の国からの予算措置があるがですよ。その予

算措置については満額というか多く貰うためには認定農業者に農地の集積がど

ればあできちゅうかとかいうふうなことによって点数があるらしいです。香美

市については全然無理です。０点です。その他に何があるかな。遊休農地の解

消ということで皆さん方の努力によってですね、その解消されておる率があり

まして、それがある程度点数が付いてですね、年間何某かの国のお金が頂ける

いうことになってます。それも後で事務局の方から話をして頂きますけど、そ

ういうお金を研修目的のために新聞を購読するとか名目をつけてですね、皆さ

ん方に１部ずつ新聞を取って頂く形でそのお金をまた後で新聞、まあ、研修と

いうか、勉強のための雑誌であったりとか、新聞であったりとかいうことにな

ろうと思いますので、お返しが出来る形が取れやあせんかなあというふうな思

いもしてますので、もしそれが出来ればですね、皆さん方に一応新聞を取って

頂いて個人的にはお金は引き落としをさせて頂きますけれども、後からその分
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推進委員 

（８番） 

事 務 局 

 

のお金についてはですね、報酬というふうな形でお返しができる形を取れやあ

せんろうかというふうな思いもしてます。そんなことです。報酬条例について

のことについてですね、今までうち全然貰っておりませんでしたので、南国市

等はですね数年前から既にそういう取り組みもしておりますが、そのことにつ

いてですねひとつお願いをしたいと思います。そのことについては活動記録と

いうものが非常に重要になってきます。そういうことで何か動いて頂いた方に

ついて、そういうお支払いができるということになりますので、ひとつその点

を十分に考慮に入れて頂いて西村君の方からですね、お話を聞いて頂きたいと

思います。よろしくお願いします。 

 

資料の方の２枚目はちょっと参考ですけど、新聞に今回ですね、村田委員の

紹介で取材をさせて頂いて、全国農業新聞に載せられた方を参考にちょっと配

っておりますので。３ページ目ですけど香美市の議会でですね、総務課の方が

市長部局の方が提案して頂いております。香美市の非常勤の報酬条例の改正と

いうことで。案件は農業委員会の委員についてのみの改正となっております。

今まで月額２万３千円ということでしたけど、それを改正してですね年額４４

万５３３４円以内と。以内ということで非常に分かりにくい要領になってます

けど、これはですね国の交付金額の範囲内ていうことで交付金額が決まらない

とこの中身が決めれないのでこういった条例を作って頂くというか条例提案に

なっております。この額というのは先ほど会長が申しました認定農業者への農

地集積、遊休農地解消が満点になった場合の額をですね、人数で割った額には

なってます。今回想定してるのはですね、香美市に交付額っていうのは７５０

万弱交付される想定をしております。それの内訳はですね、１人６千円で１２

ヶ月あるので１２回、３７名おりますので３７名、プラス約４８０万、それが

遊休農地の評価に対するお金、香美市に対して交付されます。その額っていう

のは全てを農業委員さん、推進委員さんに交付しなければいけないことになっ

ております。実績について６千円×１２回、人数ですけど、その実績がですね

年１２回ない場合はその申請ができませんので、実績に応じたものが６千かけ

るいくらというものになります。条例ではですね、こういった抽象的なことに

なってますけど、この後ですね総務の方はですね規則の制定、実際これをどう

やって払っていくかっていう規則というのは今検討中です。ひとつは先ほどか

らの活動に対して６千円、全員３７×１２回分が満額です。上限は有りますけ

ど、平均すると１人１２回分はまず貰えると。あと４８０万交付されますが、

どのように配布するかと、事務局というか想定してるところではですね、利用

権設定すればいくらか、売買をあっせんを成立させればいくらかというような、

農業新聞、農業図書を取って農地最適化推進に関わることをして頂ければです

ね、点数をつけていこうかということで考えております。その点数のみの交付

ではなく、点数によってですね、一定計算して残がありますのでそれは人数割

りでもいいのかなというふうに思います。その成果払いについてはですね、活

動しなくても交付されるものです。その案についてはですね、案ていうか制定、

農業委員会で定めるものではないので定められたものが、来月の定例会には示

せると思いますので、その時にどういったものかというのを見て頂きたいとは

思います。 

次４ページ目にですね、農地最適化利用活動記録ってあります、活動記録帳

ていうのを春か以前お渡ししております。なかなか忙しくて書けないと思いま

すので記載例を書いてます。何かしらですね、こうわかる、簡単でもいいです

ので書いて頂きたい。来月ですね、提出して頂きたいです。 

 

来月。 

 

来月。 
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議  長 

あれ、４月。 

 

来月と４月。来月から必ずと言うか、来月です。何故かと言いますと結局交

付金の申請をそれに基づいてするので１月に申請なので、そこで実績が上がっ

てないとちょっと若干作るわけにいかないので。 

 

４月から１２月の。 

 

そうなんです。ちょっと変なんですけど。一律じやないですけど。 

 

思い出さなあいかん、思い出さなあ。 

 

書くことが無い。 

 

いやいや、そんなことないです。 

 

去年ひとつ貰うた、今年かね、厚いががあらあね。あれに書くわけですよね。 

 

ただまあ、要はこんな用紙に書けばいいだけですので、それをお送りすると

か。別の用紙でもわかればある程度。 

 

議案第８１号の市長の２９年１２月６日提出ということになっております

が、下の附則でですね、平成２９年４月１日から適用するという、これ遡及す

るということですか。 

 

はい。支払いについてはもう３月最後になります。 

 

もし変わってきたら支払いしたものについても。 

 

いや、今まで支払いしたものはですね、今まで決められたものなので返還は

絶対にないです。プラスアルファについてはこれから国の交付金がありますの

でそれのついてのみ。 

 

減額することはないけんど、増額してということはありえるってこと。 

 

もう増額はほぼ確定。 

 

なかなか皆さん方ですね、全部が全部これに行き当たるような活動は出来ん

と思います。ただ先ほど私が言ったように新聞だけ取って貰うて勉強しよりま

すよっていうことについて実績が出ればその新聞代をですね、さっきのお金か

ら出せるかなという思いをしてます。今までは、過去には土佐山田町の時代な

んかは何をしても比較的給与からですね、歳費から天引きしちょいて残った分

を返してよね新聞代じゃいうのも強制的に取らしよったみたいな感じも有りま

したけんど、今はそういう事出来ませんので何かそういう方法がないかなあと

いう思いをしてまして、今度のこの国の予算をつけてくれたお金については、

そういう扱いができやせんかなあということで西村君にちょっとお願いをしち

ゅうがです。 

 

自分が全部、日本農業も全国も全部取りゆうから言うわけではないですけど、

もう個々に農業委員さんにお願いしたらどうです。したことはあります。 

 

こういう場でしたことはありますけんど。個々に今まで取ってない人につい
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議  長 
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事 務 局 

 

局  長 

 

事 務 局 

 

 

 

 

てはですね、申し込み書をその人だけには置いてあったりとかいうことはして

ます。 

 

結局こういうことで手当てがつくということであったらよね、その分で一応

皆さんにお願いしたらどうですか。強制と言うことはどうかとは思いますけど。 

 

今後はそういうふうにしたいと思ってます。 

 

年間の購読料は。 

 

８，４００円だと思います。７００円×１２。 

 

大した金額じゃないろう。 

 

１万弱です。 

 

是非、課長も取ってくれるろう。 

 

ごみが溜まるばあよ。 

 

今までにこういう金額的なことっていうかそんなことが例がないがですよ。

私もね、まだね半信半疑なところがあるがですけど、実際貰うてみなあわから

んていう思いもあるがですけど。西村君にも色々勉強して頂いてですね、よそ

の市町村と色々聞いて頂いて、こういう方法もあるよということでですね、非

常にありがたいことではありますので、ますますいろんなことで活躍が出来や

せんろうかと思ってます。耕作放棄地解消というふうなことを言ってもですね、

農業委員がボランティアで自分の機械を持って行ってどうこうじゃなかなかで

きませんけれどもこういうお金があればひょっと機械の燃料代とかまた、その

日の日当を打ち出してやればですね気持ち良うにご出席が頂けることにもなる

かもわかりませんのでその点はですね、非常にありがたいと思います。有効に

使うと、使えるというふうなお金ができればですね、活動もできやすいという

ふうで事務局もひとつ仕事が増えて大変やと思いますけんどお願いします。 

 

この条例ですけど、今南国市のみが高知県では制定されております今月１２

月は。他の市町村はよく分かりませんけど、香美市は２番目か２番か何番か入

るか、高知県ではちょっとこれ躊躇している市町村もあります。金額が決まら

ない条例っていうのはなかなか市長が定めにくいのでそこで躊躇してるので。

こういった交付金も後出し的にどんどん出てくるので皆さんには申し訳ないで

すけど、折角あるのでちょっとそれだったらってことになるんですけど折角な

のでもう制定して何とか交付を受ける更新をしております。 

 

今月議会に出るがやね。 

 

今月議会に出ております。規則についてはまだちょっと調整中です。 

 

１２月２２日が最終なのでおそらく議決は間違いないと思います。 

 

補正予算については昨日７５０万ていうことで可決されております。 

これと関連しまして先日ですね会長と全国の会長代表者会に参加したんです

けど、全国の事例とか聞いてみるとですね、やっぱり、推進委員さん農地利用

最適化共に活動していくというところが多くてですね、それ真似したらいいっ

て訳ではない、やっぱりそうすべきだと。来月からですね、あっせんというの
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事 務 局 

 

委員（７番） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

は農地利用最適化推進活動になるんですよ。定例会っていうのは農地法メイン

の許可、許認可業務とされてまして、それはそれでやってですね、その後、最

適化推進、同じような会ですけど、最適化推進会みたいなのでですね、同じで

すけどちょっと名目作ってですね、推進さんも来て頂ける様なですね、それに

は出席っていうようなことをしていこうかと思います。その会に出ればですね、

成果払いの評価点みたいなのを入れてですね、出席される委員さんには一定の

報酬也が出るような仕組みをしたいと思ってますので、来月ちょうど平成３０

年第１回ていうことで、そこから農地利用最適化推進会にするか会議にするか

ちょっとまだ決めてないですけど、そういった会としては連続していきますけ

ど、名目としても作ってそういった会を香美市ははやっているということで、

あっせんとかの事案はもうそちらでやらして頂くということを考えております

けど、どうでしょう。そこはまあちょっと試案ですので特に決定ではないです

けど。 

 

成果払いを出すということになると成果払いに出てこれる環境を作っちゃら

んとよね、案内が無いのに妙に行きにくいとなるとですねやっぱり成果払いも

ちょっと支払いをする、貰う側としても申告のしようがないのですね、一応そ

ういう方向で進めていくということはそれはえいと思います。また、そういう

ことが浸透していけば推進さんも月１の会にもね、出席をしやすいというふう

に思いますので。この全国大会の会の中で事例報告の中で全国から４件かな出

ておりましたが、やっぱり活動は一緒に活動しゆうと。うちなんか大体一緒な

んですよ、部落に一人の推進さんや農業委員さんが必ずおるよというふうな部

落で割り振りをしてですね、農業委員さんがやっぱりいくつかよけい持たなあ

いかんけれども、推進さんと共にですね、いろんな活動をしていくというふう

な方向を取っているところが事例発表でありました。そういうことであればう

ちもそういう方向でいって、ただ来ても何の決議もできない、そういうことで

あってですね、来ても意味がないって言ったら語幣があるかもわかりませんけ

んど、そういうことで推進さんも足が遠のくというふうなこともあろうと思い

ます。 

また、一緒に活動していけばいろんな面でこの会に出てくる意味が出てくる

と思いますので是非ともそういう方向でですね、進めていきたいというふうに

思ってますので、推進さんも常に来て頂いておる推進さんも十分分かっており

ますけれども今後とも多くの委員さん、推進さんが共にこの会議が出来るよう

にですね、やって行きたいというふうに思ってますんでひとつよろしくお願い

をしたいと思います。他には。 

 

上島委員からですね。 

 

今日は遅れて来てすみませんでした。私花屋を営業してるので商工会に入っ

てるんですけど、先般商工会問題で１０月に須崎の商工会議所が問題になって

新聞に載ったことがあったんですが。商工会っていうのは結局、市内の企業数

の分の会員さんが何社入っているかていうその割合によって商工会の大きさが

決まってまして、千社あったところには局長がおったりとか、商工会の職員さ

んが増えます。その内の、５０％だったら指導員の数が増えるとか割合がある

んですけど、香美市が物部、香北、土佐山田町と合併しましたけれども、この

度千を切っております。５０％というのも厳しくて会員自体も５０％切ってる

んですが、今まで商売をしている人がメインていうふうな計算をしてて経済セ

ンサスであったりとか電話帳というもので計算をしてたんですけども、先般最

近ネット販売をされてる方が多くてなかなか電話帳とかでは拾えないていう方

が多く、伊野町とか別のところでは農業者さんでも作物を作っててＪＡへ出さ

れる方は駄目なんですけど、例えばかざぐるま市に出すとか、しきび、さかき

を良心市で販売するとかＪＡ以外に販売されている方っていうのもそういう企
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議  長 

 

 

委員（７番） 

 

議  長 

 

委員（７番） 

 

委員（10番） 

 

委員（７番） 

 

 

 

 

議  長 

 

委員（７番） 

 

 

 

 

議  長 

 

 

委員（10番） 

 

委員（７番） 

 

議  長 

 

 

 

委員（７番） 

 

議  長 

 

 

委員（７番） 

 

議  長 

 

業さんていう形になるそうです。そういう販売をされてる方とか１人親方です

ね、大工さんでも大工さんとして工事をなさってる方とか、あと猪とかそうい

う猟をされてる方っていうのも数に入るそうです。また、もし良かったらそう

いうネット販売とか、ここで流通をされている方がおいでましたらよろしけれ

ば電話帳に載っているようなお名前と電話番号と住所、まず教えて頂きたい。

また、もし良かったら商工会の会員さんになって頂きたいていうのは、商工会

の会長からの依頼でして、この場を借りて申し訳ないですが、また、ご協力の

方をよろしくお願い致します。 

 

ちなみに商工会に入った場合に会費とかそういう年間にどれぐらいのものが

要るわけですか。 

 

１年間１万５千円になっております。 

 

１万５千円。１業に、１に。 

 

１に、はい。１業に。 

 

メリットは何か有ります。 

 

メリットはですね、帳簿関係ですね。会計関係のお手伝いをして下さるとか。

あとそれから労務ですね、労働保険とかの手続きのお手伝いとか。あと共済組

合、保険の方も２千円とか安くていい保険、貯蓄共済がございます。流通の皆

さんに協力するとかいうのがあります。 

 

それともうひとつ小規模何とか。年金に入れる。そうじゃない。 

 

年金も有りますね。あと補助金が結構有りますので５人しかいない業者さん

でも何かを買いたいとか作りたいとか直したいとかいうのもいろんな補助成金

が商工会の分で使えますので。はい、相談に乗っていきます。また、言って頂

いたらお伺いさせて頂きます。 

 

是非あのう良心市だけで、それだけで生活しゆう人もおるよね。そういう人

にもひとつ声をかけて頂いて。 

 

４０から５０万の小さな小規模なネットでもいいです。 

 

はい、そうです。 

 

初めてそういう部分を聞いた訳ですので、なかなか私の知り合いでそういう

人があまりおらんもんで申し訳ないけど、そういう人も中にはおると思います。

気がついたらですね、私も声をかけてみたいと思います。 

 

はい。よろしくお願い致します。すいません。どうも有難うございました。 

 

それから、上島さん、すいませんが、女性部の関係で農業委員会のいろんな

活動で色々出ていかなあいかんことがありますよね。 

 

はい。 

 

その時なんか是非ともこれ色々と記載をして頂いてですね、実績報告を残し

て欲しいと思います。今まではほとんどボランティア関係でですね、経費的な
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議  長 

 

 

 

事 務 局 

 

 

議  長 

 

事 務 局 

 

 

 

 

議  長 

 

こともほとんど出ませんでしたので無理なことが全然言えざった訳ですけん

ど、是非これを利用してですね、県下で羽ばたいて下さい。よろしくお願いを

したいと思います。 

一応ですね、予定をしておったことについてはですね、以上のようなことに

なろうと思いますが、皆さん方から何かご意見なり、また、あればですね、は

い、どうぞ。 

 

活動記録については、年末年始で皆酒飲んで動けんこともあるろうし、来て

ない方も多いですので２７日とかできれば文書でしてあげたら早めに早めにし

た方がいいと思います。バタバタしますので。 

 

分かりました。個人的には相談をしてみて下さい。これは書いちゅうけんど、

どうやろうとかいうことで直接質問したらいいと思います。。 

すいません、他になければ今夜のと連絡事項。 

 

来月、来年ですね、１月の１１日、木曜日、第２の木曜日になるんですけど。

１時半から香北。 

 

香北はいつものくやね。 

 

いつも、前回ではないです。保健福祉センター。 

今日ですね、５時半から土佐山田町あかしやで忘年会を行いますので。会費

はもうあかしやで集めます。 

会については通知します。 

 

すいません。本日は以上です。有難うございました。お疲れ様でした。 

５時半からよろしく。 

 

 

閉会（１６時５２分） 

 

 
 

 

上記会議内容の記載について偽りのないことを証します。 

 

 

 

 

議     長 

 

 

 

署  名  人 

 

 

 

署  名  人 

 

 


